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ョ
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高
江

　
原
発
震
災
の
前
の
年
だ
か
ら
三
年
前

の
二
〇
一
〇
年
九
月
、
沖
縄
の
高
江
を

訪
れ
た
時
の
こ
と
は
よ
く
憶
え
て
い

る
。
腰
か
ら
足
裏
ま
で
右
下
肢
の
神
経

が
猛
烈
に
痛
か
っ
た
か
ら
だ
。
椎
間
板

ヘ
ル
ニ
ア
で
あ
る
。
一
カ
月
ほ
ど
前
に

film
﹁
標
的
の
村
﹂

︵
制
作
・
著
作
：
琉
球
朝
日
放
送
、
二
〇
一
三
年
︶

平
井
玄
︵
地
下
大
学
︶　

い
と
い
う
本
当
に
「
お
荷
物
」
に
な
っ

て
向
か
っ
た
の
が
、「
ヘ
リ
パ
ッ
ド
阻

止
」
の
幟の
ぼ
り

︵
が
は
た
め
く
国
道
脇
の
テ

ン
ト
だ
っ
た
。
以
前
に
島
唄
の
調
査
な

ど
で
コ
ザ
や
那
覇
に
来
た
が
、
三
度
目

で
初
め
て
の
ヤ
ン
バ
ル
で
あ
る
。

　
暑
い
、
痛
い
、
肝
炎
で
だ
る
い
、
と

い
う
三
重
苦
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
場
所

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
見
な
き
ゃ
話
に

な
ら
な
い
、
と
い
う
餓
え
み
た
い
な
熱

に
押
さ
れ
て
い
た
。い
く
ら
新
宿
の「
半

径
一
キ
ロ
」
主
義
者
で
も
、
東
京
で
暮

ら
す
こ
と
は
二
四
時
間
三
六
五
日
ド
ー

ピ
ン
グ
状
態
で
生
き
る
よ
う
な
も
の
。

そ
の
透
明
な
保
護
ド
ー
ム
の
向
こ
う
で

起
き
る
こ
と
を
知
ら
な
き
ゃ
、
た
だ
の

目
隠
し
さ
れ
た
「
フ
リ
ー
タ
ー
奴
隷
」

で
あ
る
。
一
年
後
の
福
島
で
痛
い
ほ
ど

感
じ
た
「
死
角
」
へ
の
渇
望
は
す
で
に

あ
っ
た
。

　
炎
天
下
、
沖
縄
タ
イ
ム
ズ
を
読
み
な

が
ら
、と
に
か
く
テ
ン
ト
の
影
で
座
る
。

行
き
交
う
米
軍
車
輛
や
建
設
業
者
の
バ

ン
に
、
村
人
の
説
明
を
聞
き
、
こ
そ
こ

そ
と
建
設
資
材
が
運
ば
れ
る
森
の
中
を

及
び
腰
で
覗
き
見
る
。
道
沿
い
の
小
さ

な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
住
ん
で
監
視

突
発
し
た
激
痛
に
「
無
理
！
」
と
叫
ん

だ
が
、
友
人
た
ち
の
待
つ
南
へ
の
思
い

が
江
戸
人
的
出
不
精
の
尻
を
蹴
飛
ば
し

た
の
で
あ
る
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
呼
ん
で
く
れ
た
琉

球
大
学
の
阿
部
小
凉
さ
ん
が
運
転
す
る

車
に
放
り
込
ま
れ
た
荷
物
、
降
り
て
も

満
足
に
立
て
ず
路
上
に
転
が
る
し
か
な

を
続
け
る
釜
个
崎
か
ら
来
た
オ
ジ
さ
ん

と
寄
せ
場
の
話
を
す
る
。
で
き
る
の
は

そ
ん
な
こ
と
。
腹
が
減
っ
た
情
け
な
い

ニ
ワ
カ
支
援
者
が
連
れ
て
行
か
れ
た
の

が
、
ヤ
ン
バ
ル
の
深
い
渓
谷
に
沿
う
森

の
カ
フ
ェ
で
あ
る
。

　
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
近
い
崖
の
底
を
清

水
が
走
り
、
途
中
に
引
っ
か
か
る
よ
う

に
木
で
組
ま
れ
た
テ
ラ
ス
が
設
え
ら
れ

て
い
る
。
湿
気
と
森
の
イ
オ
ン
を
浴
び

な
が
ら
、
ラ
ン
チ
に
な
る
。
濃
い
緑
と

清
流
を
見
下
ろ
す
と
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
」
誌
ば
り
の
亜
熱

帯
の
天
然
だ
が
、
違
う
の
は
カ
フ
ェ
を

営
む
の
が
ヘ
リ
パ
ッ
ド
設
置
を
認
め
な

い
一
家
で
あ
る
こ
と
。
米
誌
が
け
っ
し

て
写
さ
な
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　
飲
み
物
を
運
ん
で
く
れ
た
の
は
、
こ

の
映
画
に
出
て
く
る
「
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｐ
Ｐ
裁

判
」
の
「
被
告
」
に
さ
れ
た
女
の
子
で

あ
る
。
中
野
ポ
レ
ポ
レ
座
で
映
画
を
観

た
私
の
娘
は
、
座
り
込
み
の
場
に
い
な

か
っ
た
当
時
七
歳
の
彼
女
が
「
通
行
妨

害
」
で
告
訴
さ
れ
た
こ
と
に
、
言
葉
を

失
っ
て
し
ま
う

　
女
の
子
は
一
二
歳
に
な
っ
た
。
そ
の
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colum
ア
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
83
：

「
会
い
た
い
顔
」
展

―
―
ソ
ウ
ル
、
李イ

韓ハ

烈ニ
ョ
ル
記
念
館

北
原
恵

昨
年
十
一
月
、
晩
秋
の
ソ
ウ
ル
を

訪
れ
た
。
パ
ク
・
ク
ネ
退
陣
を
求
め

る
集
会
や
、
広
場
で
寝
泊
ま
り
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
活
動
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
る
傍
ら
、
新
村

駅
近
く
の
イ
・
ハ
ニ
ョ
ル
（
李
韓
烈
）

記
念
館
に
立
ち
寄
っ
て
み
た
。

イ
・
ハ
ニ
ョ
ル
と
は
、
今
か
ら

三
〇
年
前
（
一
九
八
七
年
）
の
民
主

化
を
求
め
る
デ
モ
の
最
中
に
催
涙

弾
の
直
撃
を
受
け
、
亡
く
な
っ
た
延

世
大
学
の
学
生
で
あ
る
（
一
九
六
六

〜
一
九
八
七
）。
同
年
、
取
り
調
べ

中
に
水
拷
問
で
殺
さ
れ
た
ソ
ウ
ル
大

生
、
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
チ
ョ
ル
（
朴
鍾

哲
）
と
と
も
に
、
大
統
領
の
直
接
選

挙
制
改
憲
を
中
心
と
し
た
六
月
民
主

抗
争
で
犠
牲
と
な
っ
た
「
烈
士
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
イ
・
ハ
ニ
ョ

ル
の
葬
儀
に
は
ソ
ウ
ル
だ
け
で
も

一
〇
〇
万
人
が
参
加
し
た
と
言
わ
れ
、

彼
が
催
涙
弾
を
受
け
倒
れ
る
場
面
を

図 1　チェ・ビョンス《韓烈 ( ハニョ
ル ) を救い出せ》1987 年
延世大学学生会館前（チョン・テウォ
ン撮影：ロイター）李韓烈記念館冊子
より
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描
い
た
チ
ェ
・
ビ
ョ
ン
ス
の
《
韓ハ

烈ニ
ョ
ル

を
救
い
出
せ
》
の
よ
う
な
、
記
念
碑

的
な
作
品
が
作
ら
れ
た
（
図
１
）。

二
〇
〇
五
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た

イ
・
ハ
ニ
ョ
ル
記
念
館
で
は
、
倒
れ

た
時
に
彼
の
着
て
い
た
服
や
運
動

靴
、
文
章
、
写
真
な
ど
の
遺
品
や
資

料
、
絵
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
図

２
・
3
）。
こ
の
記
念
館
は
、
イ
・

ハ
ニ
ョ
ル
の
母
が
国
家
か
ら
受
け

取
っ
た
賠
償
金
と
市
民
の
寄
付
に

よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。

私
が
訪
問
し
た
時
、
三
階
で
は
、

企
画
展
「
会
い
た
い
顔
」
展
を
開
催

し
て
い
た
。
扉
が
閉
ま
っ
て
い
た
の

で
、
一
階
の
裏
に
あ
る
事
務
所
に
行

き
、
鍵
を
開
け
て
も
ら
う
。
ち
ょ
う

ど
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
っ
て
い
て
、
前

回
訪
問
し
た
時
に
も
お
会
い
し
た

ム
ン
ス
僧
侶
、
カ
ン
・
ミ
ン
ホ
、
ク
ォ

ン
・
ヒ
チ
ョ
ン
と
い
う
、
一
九
五
〇

年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
生
ま
れ
の

韓
国
人
だ
。
で
も
、
私
の
知
っ
て
い

る
名
前
は
一
人
も
い
な
い
。
学
芸
員

の
Ａ
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
現
代
の
韓
国

の
若
者
に
も
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
名

前
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

民
主
化
運
動
に
関
わ
っ
た
無
名
の
人

び
と
の
歴
史
を
掘
り
起
こ
し
、
記
憶

を
紡
ぐ
こ
と
が
目
的
だ
と
言
う
。
過

去
の
事
績
を
列
挙
し
有
名
な
「
烈

士
」だ
け
を
展
示
す
る
の
で
は
な
く
、

忘
れ
去
ら
れ
た
人
び
と
を
呼
び
起
こ

し
歴
史
を
現
在
に
繋
ぐ
主
眼
は
、
選

ば
れ
た
六
名
の
う
ち
半
数
の
三
名
が

女
性
だ
と
い
う
展
覧
会
構
成
や
運
営

図 2　イ・ハニョル記念館、
建物外観

図 3　イ・ハニョルの遺品展示、
2016 年（（1）以外全て筆者撮影）

ス
タ
ッ
フ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
に
も

表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
二
名
が
女
性
）。

「
た
と
え
ば
、
こ
こ
に
あ
る
イ・

ハ
ニ
ョ
ル
の
子
ど
も
向
け
伝
記
を

見
て
も
、
民
主
化
運
動
や
デ
モ
の

シ
ー
ン
は
男
性
ば
か
り
で
し
ょ
。

で
も
、
当
時
の
映
像
を
見
る
と
女

性
が
結
構
参
加
し
て
い
る
。
私
た

ち
は
、
こ
う
い
う
男
性
中
心
の
民
主

化
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
も
変
え
た
か
っ

た
」（
Ａ
さ
ん
）

Ａ
さ
ん
が
展
示
中
の
蝋
燭
に
火

を
つ
け
て
く
れ
た
。
展
示
室
の
空

間
が
蝋
燭
の
灯
で
一
気
に
引
き
締

ま
る
。
キ
ム
・
ユ
ン
（
一
九
五
三
〜

二
〇
〇
四
）
を
追
悼
す
る
作
品
で
あ

る
（
図
4
）。
一
九
七
四
年
の
民
青

学
連
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
キ
ム
・
ユ

ン
は
、
ソ
ウ
ル
西
大
門
拘
置
所
か
ら

出
獄
す
る
と
き
、
母
親
の
手
作
り
の

韓
服
を
着
て
出
獄
し
て
、
当
時
話
題

に
な
っ
た
そ
う
だ
。
鉄
の
扉
を
開
け

て
笑
顔
で
出
て
く
る
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ

リ
姿
の
若
い
女
性
が
写
っ
た
写
真
が

そ
れ
で
あ
る
（
図
5
）。
ア
ー
テ
ィ

学
芸
員
の
Ａ
さ
ん
に
展
示
を
説
明
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

「
会
い
た
い
顔
」
展
は
、
二
〇
一 

五
年
か
ら
始
ま
っ
た
連
続
企
画
展
だ
。

今
回
は
、
民
主
化
運
動
を
た
た
か
っ

た
六
名
の
人
生
に
つ
い
て
、
六
名
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
絵
画
、
陶
芸
、

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
作
品

に
仕
上
げ
た
。
展
示
室
で
は
、
自
身

の
制
作
に
つ
い
て
語
る
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ビ
デ
オ

が
流
さ
れ
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
語
り

や
作
品
を
通
し
て
六
名
の
人
生
を
よ

り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

選
ば
れ
た
六
名
は
、
キ
ム
・
ユ
ン
、

ホ
ン
・
ソ
ン
ヨ
プ
、
キ
ム
・
ヨ
ン
ミ
、
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ス
ト
の
イ
・
ソ
は
、
韓
服
を
着
た
キ

ム
・
ユ
ン
と
、
母
キ
ム
・
ハ
ン
リ
ム

の
姿
を
蠟
燭
に
象
り
、
制
作
の
過
程

を
綴
っ
た
日
記
を
傍
ら
に
置
い
た
。

そ
の
後
、
キ
ム
・
ユ
ン
は
、
女
性
の

農
民
運
動
家
と
し
て
活
動
を
続
け
、

二
〇
〇
四
年
に
持
病
で
亡
く
な
っ
た
。

キ
ム
・
ユ
ン
と
同
じ
年
に
生
ま
れ

た
ホ
ン
・
ソ
ン
ヨ
プ
（
一
九
五
三
〜

二
〇
〇
五
）
は
、
集
会
が
許
さ
れ
な

い
戒
厳
令
下
の
一
九
七
九
年
、
ソ
ウ

ル
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
戒
厳
軍
と
統
一
主

図
4　

イ
・
ソ
《
あ
な
た
は
私
た
ち
の
今
日
、

そ
し
て
未
来
》　

２
０
１
６
年　

イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン

図 5　ソウルの西大門刑務所を出獄するキム・ユン、
写真：1975 年

体
国
民
会
議
を
批
判
す
る
た
め
、
架

空
の
花
嫁
「
民
主
子
」
と
の
結
婚
式

を
偽
装
し
、
自
ら
新
郎
と
な
っ
て
集

会
を
開
い
た
人
物
（
偽
装
結
婚
事

件
）。
キ
ム
・
ヨ
ン
ミ
（
一
九
六
一

〜
二
〇
一
一
）
は
、
一
九
八
五
年
、

教
師
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
た
あ
と
、
焼

却
場
反
対
運
動
な
ど
の
地
域
運
動
に

尽
く
し
、
最
近
、
癌
で
亡
く
な
っ
た

女
性
で
あ
る
。
画
面
中
央
で
剣
を
振

り
か
ざ
し
た
僧
侶
と
獅
子
の
油
彩
画

は
、
二
〇
一
〇
年
、
四
大
河
川
事
業

図 6　チョン・ジンギョン《ゆらゆらと案内する》　
2016 年、アクリル

の
中
止
、
不
正
腐
敗
の
清
算
な
ど
を

求
め
て
焼
身
自
殺
し
た
曹
洞
宗
修
道

僧
、
ム
ン
ス
僧
侶
（
一
九
六
三
〜

二
〇
一
〇
）
を
描
い
て
い
る
。

Ａ
さ
ん
が
好
き
だ
と
い
う
の
は
、

チ
ョ
ン
・
ジ
ン
ギ
ョ
ン
の
作
品
。
彼

女
は
、
カ
ン
・
ミ
ン
ホ
（
一
九
六
六

〜
一
九
九
〇
）
と
い
う
若
者
を
上
半

身
汗
だ
く
の
姿
で
描
い
た
。
従
来
の

定
型
的
な
「
労
働
者
」
や
「
烈
士
」

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
（
図
6
）。

カ
ン
・
ミ
ン
ホ
は
、
劣
悪
な
労
働
環
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境
を
改
善
す
る
た
め
、
労
働
現
場
に

飛
び
込
ん
で
わ
ず
か
八
日
後
、
電
線

を
作
る
作
業
中
に
機
械
に
巻
き
込
ま

れ
て
死
亡
し
た
阪
神
大
学
の
学
生

だ
っ
た
。
そ
の
後
、
労
働
災
害
死
亡

事
件
と
し
て
遺
族
た
ち
と
労
働
団
体

は
会
社
と
交
渉
し
て
認
め
さ
せ
た
。

ク
ォ
ン
・
ヒ
チ
ョ
ン
は
、
一
九
九 

六
年
、
誠
信
女
子
大
で
授
業
料
値
上

げ
に
反
対
し
て
籠
城
、
断
食
を
し

て
、
二
三
歳
で
死
亡
し
た
女
性
で
あ

る（
一
九
七
三
〜
一
九
九
六
）。チ
ェ
・

ヨ
ン
テ
ク
は
、
空
の
コ
ッ
プ
と
皿
を

図 7　チェ・ヨンテク《4 月》　2016 年、インス
タレーション

彼
女
の
肖
像
画
の
周
り
に
並
べ
る
作

品
を
制
作
し
た
が
、
あ
ま
り
に
悩
ん

だ
た
め
完
成
時
に
は
体
重
が
激
減
し

て
い
た
そ
う
だ
（
図
7
）。

こ
の
よ
う
に
関
わ
っ
た
た
た
か
い

も
亡
く
な
っ
た
状
況
も
時
代
も
様
々

で
あ
る
。
必
ず
し
も
「
闘
争
中
に
犠

牲
に
な
っ
た
」
人
物
だ
け
で
は
な
い

人
選
に
も
意
外
な
気
が
し
た
。
国
家

に
よ
る
コ
メ
モ
レ
イ
シ
ョ
ン
が
、「
犠

牲
者
」
の
選
別
を
行
い
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
構
築

の
装
置
で
あ
る
こ
と
は
、
民
主
化
運

動
の
記
念
碑
や
追
悼
空
間
を
め
ぐ
っ

て
も
共
通
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
久
し

い
。
イ
・
ハ
ニ
ョ
ル
記
念
館
も
決
し

て
そ
の
枠
組
み
か
ら
完
全
に
自
由
に

な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
展
示
が
で
き
る
の
か
。

Ａ
さ
ん
た
ち
は
、「
会
い
た
い
顔
」

展
で
現
代
ア
ー
ト
を
通
じ
て
、
そ
の

可
能
性
を
探
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
た
。
記
念
館
を
出
よ
う
と
し
て
い

た
と
き
、
た
っ
た
今
、
刷
り
上
が
っ

た
ば
か
り
だ
と
い
う
展
覧
会
図
録
を

手
渡
し
て
く
だ
さ
っ
た
（
図
版
8
）。

展
覧
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
写
真
ま

で
含
め
た
一
〇
〇
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ

図
録
は
、六
人
の
人
生
と
経
験
、ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
観
客
の
声
の
響
き
あ
う

冊
子
と
な
っ
て
い
た
。

【
き
た
は
ら 

め
ぐ
み
：
戦
時
下
の
視

覚
文
化
と
社
会
に
つ
い
て
研
究
中
、

主
な
著
作
に
『
ア
ー
ト
・
ア
ク
テ
ィ

ヴ
ィ
ズ
ム
』『
攪
乱
分
子
＠
境
界
』（
と

も
に
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
）、
編
著

に
『
ア
ジ
ア
の
女
性
身
体
は
い
か
に

描
か
れ
た
か
』（
青
弓
社
）
な
ど
。】

図 8　イ・ハニョル記念館『会いたい顔』展覧会
図録表紙、2016 年
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